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経営と経済 第82巻 第 4号 2003年 3月 25
M.ヴェ-バーの ｢プロテスタンティズム
の倫理と資本主義の精神｣㈹


















































































































































































































































































































































































るものであった ｡ それ は ,むしろ,キリストが為した救済という行ないを内
●●●●●●● ●●
面的に習得する こと (innerlicheAneignung)を意味した｡そし











してではあるが - ,原始キ リス ト教への精霊的一宗教的思惟 (pneu-
matisch-relig6serGedanke)が復活したのであるO｣(SS.153-154.)
ヴェ-バーは,さらに続けていう｡




































































































































語 りかける,神聖な精神の力としての言葉 (-啓示 - 笠原)が,持続して

































































































































































































































48 経 営 と 経 済
黙し,その魂を深い静けさの状態に置 くのではなく,選に,その魂を熱狂の
0000000000000


























































に関与しようとは思わなかった諸教団 (-諸々の洗礼主義小教団 一 笠原)
にとっては,魔法からの現世の根本的解放は,また外面的にも,この禁欲的
美徳を,(政治活動から区別される経済活動 としての 一 笠原)職業労働に



























































㌍ 経 営 と 経 済
ヴェ-バーはいう.
｢もっとも, - ここで扱うつもりのない初期の半ば共産主義的な諸教



























































































































































































































































































































I-'1二 経 営 と 経 済
の近代資本主義の精神の生成に与えた影響を,明らかにしようとする｡かれ
は,現世における人間の生活の全体を神の意志に従って合理的に形成するこ
とを意味するプロテスタンティズムの禁欲ないし現世内禁欲という生宿態度
が,資本主義的生活様式,とりわけ資本主義の精神に,どのように作用した
のかを,明らかにしようとするのである｡
